











































































れた授業を行った。 3 章では授業実践について、 4 章では、学期末レポートの最後の学生の
授業に対する感想の記述の分析から学生の評価を取り上げ、実践の効果を考察する。
3 ．授業実践
3 . 1 　授業の目標とシラバス
本実践の授業目標は以下の通りである。前期では概観として日本語学習をめぐる国内外の
状況を理解し、自分の外国語学習観の基礎を築き、それについて他の人にわかりやすく表明























2 第 1 章：日本語を学ぶ人・教える人⑴：海外編
3 第 1 章：日本語を学ぶ人・教える人⑵：国内編
4 第 2 章：言語学：なぜ言語学を学ぶのか
5 第 3 章：日本語教育における異文化コミュニケーション
6 第 4 章：何を教えるか、どう教えるか⑴：コースデザイン
7 第 4 章：何を教えるか、どう教えるか⑵：レベル別の指導
8 第 4 章：何を教えるか、どう教えるか⑶：技能別の指導　話すため・書くための指導
9 第 4 章：何を教えるか、どう教えるか⑷：技能別の指導　聞くため・読むための指導
10 発表：自分の居住地域における外国人居住の現状と支援について
11 発表の振り返り
12 第 6 章：さまざまな外国語教授法⑴：訳読法・直接法
13 第 6 章：さまざまな外国語教授法⑵：構造言語学に基づく教授法・コミュニケーション重視の教授法




1 オリエンテーション　第 5 章：どう評価するか⑴：テストとは
2 第 5 章どう評価するか⑵：テストと評価　評価の基礎と実際
3 第 5 章どう評価するか⑶：新しい評価法
4 第 7 章第二言語習得研究と日本語教育⑴：第二言語習得とは
5 第 7 章第二言語習得研究と日本語教育⑵：第二言語習得の認知過程
6 第 7 章第二言語習得研究と日本語教育⑶：第二言語習得理論の教室への応用①
7 第 7 章第二言語習得研究と日本語教育⑷：第二言語習得理論の教室への応用②
8 第 8 章社会とことば
9 発表：海外における日本語教育と現地レポート
10 第 9 章日本語教育をふりかえる―日本語教育の歴史⑴：第二次世界大戦まで




























































































































































































































































⑴ 　 ジョンソンほか（2001）は cooperation の訳語として「協同」を用いている。引用中では原著に従い、
本稿の他の箇所では、collaboration の訳として「協働」を用いる。
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